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Ⅴ アウトカム項目

事業所は田園都市線江田駅からバスで最寄りバス停「荏田高校前」下車、徒歩５分
の高台の住宅地にあり、事業所屋上から富士山も見える眺望の良い場所です。建物
は、洋風を思わせる白壁の大きな建物で、広い庭を囲むように、２階建て２ユニッ
ト及び２階建て１ユニットの計３ユニット定員２７名の建物棟と、カフェテラスの
ある事務棟からなっており、広い庭園にはシンボルであるフェニックスの大木と併
せて際立っています。法人は近隣エリアにさらに２つの事業所があり、地域に貢献
しています。
＜優れている点＞
理念の実践に向けた支援をしています。法人の経営理念を踏まえて利用者が「自分
らしく、生きている」ことを事業所の理念に掲げ、３つのユニットごとに、「活気
ある生活のサポート」「笑顔のある毎日」「家庭的な安らぎのある毎日」と、それ
ぞれの具体的な行動指針を掲げて支援に取り組んでいます。安心安全な医療体制で
す。協力医療機関や看護師に加え、歯科衛生士やマッサージ師の訪問、音楽療法の
導入など利用者はもちろん家族にとっても安心安全な医療体制となっています。事
業所では看取りについても積極的に取り組んでいます。
＜工夫点＞
事業所内の庭園は広く地域の行事に開放することもあります。広い庭園内の桜やも
も、レモン、その他草木の四季の移ろいを愛でています。遊歩道もあり散歩やリハ
ビリなどに安全で格好な場所となっています。

ご入居者様おひとりおひとりそれぞれが、その人らしく充実した暮らしができるよう
に、自立支援と尊厳を尊重し、最善の支援を提供できるよう尽力しています。なかで
も、社内（外部講師）研修を定期的に行うことにより、スタッフが認知症をきちんと
理解し、優しく思いやりある接遇と傾聴を心掛けるよう指導することで、心穏やかに
お過ごし頂ける環境を提供できるよう努力しています。また、倫理に基づき、ご本
人、ご家族のお気持ちとご要望に寄り添い、提携医・訪問看護師との協力関係を築く
ことで、心身共に健康で豊かな生活を送って頂けるよう支援しています。また、施設
とご入居者様自身が地域とのつながりを持っていただけるよう、ガーデン・カフェ・
アトリウムなどを活用し、地域交流も積極的に行っています。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

認知症対応型共同生活介護
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）
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評 価 結 果
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホーム夢観（ゆうみん）

 ユニット名 ヴィーナス棟

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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グループホーム 夢観.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

理念である「その人らしいクラスを支え
る尊厳のあるケア」を常に意識付けした
ケアを心掛ける。職員ひとりひとりが、
地域密着型サービス事業所の社会的役割
を認識する。

事業者の理念は法人の経営理念を踏ま
えて本年作り上げたものです。職員は
「自分らしく、生きている」ことを利
用者支援のモットーにして理念の実践
に努めています。さらに理念を遂行す
るために各ユニットごとに行動目標を
掲げています。

地域の交流の場などでご入居者様との関
わりを持っていただくよう尽力してい
る。交換実習生や小中学生のボランティ
ア受け入れにも積極的に取り組むほか、
認知症カフェでの講演や積極的な参加に
より認知症ケアの啓発に努めている。

区役所や地域包括支援センター職員、ご
入居者様代表、ご家族、職員、地域の方
などで、年6回運営推進会議を開催して
いる。活動状況、事故報告をし、参加者
からの要望・助言をサービス向上に活か
している

家族や利用者代表、区社協会長、民生
委員、地域包括支援センター職員が主
なメンバーです。活動報告の他、転倒
予防やミーティング時間の確保、セン
サーマットの使用についてなど意見交
換し、運営に活かしています。

施設内のスペースを利用した演奏会、また地
域老人会や施設との合同イベントを企画した
りしている。施設の納涼祭は地域の方にも開
放し、地域の小中学生ボランティアさんに利
用者の笑顔を支えてもらっている。近所の畑
からイベント用の農作物のご提供もありま
す。

町内会に加入し回覧板で地域の情報を
得ています。地域の学校で行う夏祭り
で地域の人達との交流があります。中
学校の体験学習では、利用者と生徒の
ふれあいを楽しんでいます。事業所の
納涼祭のバザーには、地域の多くの人
達が来て交流の場となっています。

市町村担当者との報告・相談などを行
い、適切な対応を取るように心掛けてい
る。市町村に届け出をし、納涼祭には地
域の方にも参加して頂き交流を図る取り
組みを行っている。無料相談を行った
り、グループホーム連絡会の研修にも積
極的に参加。

利用者の介護認定更新の代行など行政
と連携しています。区のグループホー
ム連絡会に参加し、交換研修や他の事
業所との情報交換は運営に活かしてい
ます。市主催の認知症や食中毒の予
防、台風の土砂災害などの研修を運営
に反映しています。

株式会社フィールズ



グループホーム 夢観.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

身体拘束に関する職員の共有認識を持て
るよう、定期的に身体拘束に関する研修
を開催。安全確保しつつ抑制感なく暮ら
していただけるように心掛けている。ご
家族様にご理解、ご納得いただけるよ
う、状況に応じて何度でも説明・相談を
し、最善のケアに取り組む。

マニュアルやユニットリーダーを通し
て研修を実施し周知しています。職員
は拘束の弊害について理解していま
す。不適切な言葉遣いがあればその場
で注意し、内部研修でも取り上げてい
ます。ユニットのドアは保安上施錠を
していますが、利用者に外出の気配が
あれば同行見守りをしています。地域
のＳＯＳネットワークに登録していま
す。

不適切なケアが行われないように共有認
識を持ち、虐待行為を発見した際の対応
方法についても、随時話し合う機会を持
つ。虐待に関しての知識・認識を深める
ため、定期的に社内研修を実施してい
る。

運営方針、経営理念にも権利擁護につい
て掲げており、運営者は率先してそれら
を職員に通達し、共通認識を図ってい
る。これらの相談については相談窓口に
て対応もしている。

見学、お問い合わせ時に、料金やサービ
ス内容について明確に伝えている。パン
フレットにも料金表を明記しており、ご
理解頂けるまで詳細を説明したうえで、
ご契約を締結している。

相談・苦情申し立て先を契約書や重要事
項説明書に明記。また、各玄関に「ご家
族の声」のポストを設置し、声が届きや
すいように工夫している。ご来棟の際や
お電話などでも、経験・知識のある職員
が相談窓口となり、対応に努めている。

家族の要望や意見は面会時や運営推進
会議などで聞いています。特に利用開
始の際に本人や家族の要望や意見を聴
取し、ケアや運営に活かすようにして
います。家族からの連絡や手紙の内容
によってそれぞれの支援に生かしてい
ます。

株式会社フィールズ



グループホーム 夢観.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

職員は年度毎に目標管理シートを作成
し、運営者・管理者は期毎や適宜に職員
と面談し、意見や提案を聞いている。日
頃からのコミュニケーションも大切に
し、現状報告書等で誰でも意見や提案を
言えるような体制づくりに励んでいる。

管理者は職員に「意見や要望、提案」
用紙を渡し、各職員の悩みや要望、意
見などを吸い上げる機会をつくってい
ます。業務の改善提案などは運営に活
かしています。管理者は日頃、職員が
自由に意見や要望が言える雰囲気を
作っています。

年間目標設定と人事考課により、評価に
応じたキャリアアップ制度と賃金反映す
ることで、向上心を持ち目標達成ができ
るよう支援している。休憩室の確保や整
備、社内外の研修参加の支援によりスキ
ルアップやモチベーション向上に努めて
いる。

新規職員にはＯＪＴを中心に必要なスキ
ルを身に付けてもらえるよう支援してい
る。外部研修の案内配信や、社内外の研
修支援により、多くの職員が知識向上で
きるよう、励んでいる。必要に応じ、個
人研修も実施。

他グループホームとの交換研修やグルー
プホーム協議会・グループホーム連絡会
などに積極的に携わり、事業所外のケア
の方法や意見にも耳を傾ける機会を作
り、サービスの質の向上を図っている。
また、交流することで情報交換にも努め
ている。

介護支援専門員や管理者が事前面談に
て、ご本人様やご家族様の意見・思い・
ご要望を聴取し、理解・把握するよう努
めている。職員が「自分の大切な人や家
族だったらどうしてほしいか？」を常に
念頭に考え、ケアに当たるよう心掛けて
いる。

株式会社フィールズ



グループホーム 夢観.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

介護支援専門員や管理者が事前面談でご
入居者様とご家族の声にも耳を傾けてい
る。入居後もご様子を頻繁にお伝えし、
ご本人の希望とご家族様の思いをそれぞ
れ理解するよう努めるとともに、最善の
対応ができる取り組みを考え取り組んで
いる。

ご本人様、ご家族様の要望を把握し、出
来ることは速やかにケアプランに取り込
み対応する。また、プラスの支援ができ
るようにご提案し、その後の状況に応じ
必要性のある支援を見極め、サービス提
供につなげている。

職員はご本人と共に楽しい時間を共有で
きるよう、お互いが支えあえる良い関係
を築く努力をしている。生活に伴う仕事
を出来る方に一緒にして頂く事で、役割
を持ち「感謝される」「必要とされてい
る」と感じて頂けるよう支援、努力して
いる。

ご本人の日常の状況をご家族様にまめに
連絡し、協力関係を築く努力をしてい
る。来棟しやすい雰囲気作りや、ご家族
様も一緒に楽しんで頂けるイベントの企
画にも力を入れている。またご家族様の
思いを大切にしたケアプランの作成に努
めている。

ご家族以外のご友人などにも来棟しやす
い雰囲気づくりに努めている。友人から
の年賀状や、お手紙をお届けした際に、
その方との昔話を傾聴するよう心掛けて
いる。お友達からのお誘いがあったとき
は、外出支援にも尽力している。

会社員当時の友人の訪問があり、居室
で湯茶の接待をしています。墓参りや
一時帰宅など家族の協力で継続の支援
をしています。結婚式への出席の支援
もしています。新聞や週刊誌の購読の
継続支援もしています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

ご利用者様それぞれの認知症レベル・性
格、中核症状と心理状況を把握、理解
し、ご利用者様同士が楽しく生活できる
場であれるよう職員が調整役となる。寄
り添い、穏やかにお過ごし頂ける環境を
提供することで、トラブルを回避するよ
う努める。

サービス終了後も、利用中に築いた関係
を保ち、継続的なフォローを心掛けてい
る。退居後の状況確認をさせて頂く事も
あるが、ご家族様からのご連絡やお手紙
を頂戴することもあるため、都度必要な
相談やご支援に対応している。

日頃の会話を通して把握しています。
日頃のケアの中で何気ない「一言」の
中に思いや意向が含まれていることが
あり、申し送りノートで共有していま
す。意思表示の困難な利用者は、態度
や表情、口元などのサインで汲み取る
ようにしています。生活歴や家族の協
力で得ることもあります。

情報共有のため介護記録の内容を充実さ
せている。ご本人の体調・御機嫌・会話
したことから何気ない一言でも見逃さ
ず、介護記録に記録することで職員ご家
族にも共有し、日々の支援計画に反映さ
せている。本意を無視しないケアを心掛
ける。

生活歴や趣味などを知ることでその人の
理解につなげている。可能ならば入居前
にご自宅や全施設などを訪問し、把握に
努めている。現在のＡＤＬだけではな
く、どんな方だったのか、仕事・嗜好・
趣味などあらゆる情報を把握するよう努
めている。

一日の健康チェックと観察を必ず行う。
ケア記録の充実で、時間区切りの御機嫌
や、ケアプラン内容・実施状況がわかる
よう記載している。施設職員として配属
されている看護師は、定期的に全ご入居
者様の心身の状態を確認し、看護記録を
徹底。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

個別支援計画の課題に沿ったモニタリン
グを3カ月毎に行い、生活変化の状況や
支援変更の必要性を明確にし、ご本人主
体の介護計画を作成している。ちょっと
した変化でもご家族のご意見を頂戴する
よう心掛け、各棟職員にて話し合う。

入居時の暫定プランは１ヶ月後に、以
後は３ヶ月ごとに見直しをしていま
す。モニタリングは３ヶ月ごとに実施
し、プランの見直しをしています。見
直しの際は出勤職員及び計画担当者、
管理者が参加しています。利用者や家
族の希望、医療情報もプランに反映し
ています。

ユニット毎に介護記録にて食事量・水分
量・排泄・入浴等の身体的情報の他に、
バイタル・個々の特変基準・時間毎の心
身の状況・ケアプランの実施状況・リネ
ン交換日まで記録するほか、暮らしのご
様子、ご本人の言葉なども記録し情報共
有する

ご本人様やご家族様のご要望に配慮しな
がら、必要な時に必要な支援を提供でき
るように努め、柔軟性・多機能性を活か
した支援を心掛ける。ポートの受け入れ
や、配属看護師のサービスの提供、外出
支援や地域との交流に尽力している。

自治会の加入により周辺情報を把握す
る。運営推進会議でも支援に関する情報
交換や協力機関の確立を目指している。
地域の老人会との合同企画や社内勉強会
に参加頂くなどの交流を図り、地域の方
の相談に対応できる体制づくりをしてい
る。

ご入居者様全員が事業所提携医と契約、
24時間往診・訪問看護を受診できる体制
を整えている。またご本人様とご家族様
の希望を最優先できるようサポート。整
形外科の理学療法士や接骨医によるリハ
ビリ・マッサージなどを受け入れる体制
を完備

かかりつけ医の選択は、本人と家族の
意向を大切にしています。内科と精神
科の訪問診療が定期的に行われていま
す。通院時には必要に応じて職員が付
き添い、各ユニットの家族連絡担当者
が受診結果を伝えています。看護師、
歯科衛生士、理学療法士や鍼灸師など
が来訪し、医療体制の充実を図ってい
ます。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

看護職員を雇用・配置し、日々の健康管
理や医療面での相談・対応ができる環境
にある。また往診時には主治医に医療面
からみた身体状況の報告もしている。緊
急時には随時相談し、迅速かつ適切な対
応をしている。

入院したことによるダメージを軽減する
ために可能な限り早期退院できるよう、
回復状況の呪符交換を医療機関・ご家族
様と行う。ＩＣの際には介護支援専門員
や職員が同席し、必要な受け入れ態勢を
可能な限り整え、速やかな退院支援に結
び付ける

ご本人様やご家族様のご意向を最大限に
尊重。医師・職員が細やかな連携を取る
ことにより安心・納得した終末期を迎
え、送ることができるよう状況変化に対
応している。何度でも意思確認の場を設
け、後悔のないお看取りまでを支援して
いる。

入居時に緊急時対応と看取り期の指針
を取り交わしています。キーパーソン
を決め、緊急時に確実に連絡がとれる
態勢を確保しています。状態が変化す
るたびに家族と話し合いを重ねて、意
向を確認しています。医師との連携を
密にし、随時ケアプランの見直しを行
い、ケア方針の共有に努めています。

緊急時の対応マニュアルを整備し、周
知・徹底を図っている。救命訓練の定期
的な実施や、終末期などの研修などを充
実。すべての職員が急変や事故発生時に
落ち着いて対応できるよう、実践力を身
に付けるよう取り組んでいる。

年2回の防災訓練を実施。うち1回は消防
署の立ち合い、近隣の住民や学生さんに
協力を要請。実際に被災したときに地域
の助けをお借りできるよう車椅子での避
難をお手伝い頂いている。消防署の助言
に従い、随時更新している。

各ユニットのリビングに、防空頭巾と
ヘルメットを用意しています。防災訓
練は昼・夜・火災・地震の想定で行
い、近隣や高校生の協力を得ていま
す。消防署の助言を受け、退去人数や
訓練場所を変化させています。備蓄は
５０人３日分の食料、調理器具、寝
具、座位担架２台を備えています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

態度や言葉遣いに配慮し、誇りやﾌﾟﾗｲﾊﾞ
ｼｰ・尊厳をを傷つけないように日常の支
援の中で確認・改善に努める。選択肢を
持っていただけるような生活の確保と同
時にご利用者様それぞれの生活習慣や、
その人に合った声掛けを行うよう心掛け
ている。

「自分の親だったらどのように対応す
るか」を拠り所とした視点が、人権意
識の徹底につながっています。プライ
バシー保護や接遇についてを毎年研修
プランに入れています。排泄介助、入
浴介助時は羞恥心への配慮を大切に
し、利用者一人ひとりへ最適な支援を
心掛けています。

ご利用者様個々の自己決定や選択を尊重
し、日常生活の中でご本人が選択しやす
い場面づくりを心掛けている。外出や食
事の企画などでは、ご利用者様に希望を
確認し、出来るだけ希望を取り入れるよ
う尽力している。

職員側の都合ではなく、利用者側のペー
スを尊重し、起床・就寝・食事・入浴な
ど、それぞれの生活リズムと自己決定を
優先できるよう心掛けている。日々のレ
クや音楽療法等の参加も、意思確認しつ
つ、笑顔で参加できるように支援する。

衣類や化粧品は使い慣れたものをご準備
頂き、ご本人の嗜好を優先させながら支
援に努めている。ご家族様のご面会や企
画の参加時には、日常されていない方
も、お化粧やおしゃれをしてご参加いた
だけるよう支援に努めている。

ご利用者様と職員が同じメニューを同じ
テーブルを囲んで会話を楽しみながら食
べている。食材は提携業者より配送、季
節感を感じられるﾒﾆｭｰになるようにご提
供している。出来る方には準備や片づけ
をお手伝い頂き、感謝の言葉を伝えてい
る

お盆を拭く・皿を並べる・味見をする
などの役割を利用者に依頼していま
す。職員との会話から、イタリアン弁
当、ラーメン、ピザ、お好み焼きの出
前を選んでいます。テラスのプラン
ターでゴーヤやきゅうり、ナスを育
て、利用者が収穫した野菜が食卓を飾
り、会話の弾む食事時間となっていま
す。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

医療と連携し、身体状況に合わせた食事
形態・栄養ﾊﾞﾗﾝｽ・摂取量を設定記録し
把握に努めている。また個々の一日の水
分摂取量も設定し、水分確保に力を入れ
ている。多種からご選択頂ける給茶機を
設置することで嗜好に合ったものを好き
な時に選択

提携歯科医の巡回の他、歯科衛生士を雇
用し、週に数回はそれぞれの口腔状態に
あったプロの歯科衛生士による口腔ケア
を実施。職員も衛生士の指導に基づき、
口腔ケアの必要性を認識、日々食後の口
腔ケアはもちろん、適宜清潔保持に努め
ている。

個々の排泄パターンに応じた支援をして
いる。自立排泄を重視し、本人の負担に
ならないように配慮しながら、出来るだ
けトイレに座っていただけるような支援
を心掛けている。排泄記録は正確に記録
するよう心掛けている。

残存能力を最大限に活かして、本人が
主体的に動作できるように介助してい
ます。入院中オムツ着用になってホー
ムに戻り、馴染んだトイレでスムーズ
に排泄できた人もいます。男性は立位
で排尿したりと、これまでの習慣を大
切に支援しています。

排泄記録を基に、ここに適した運動プラ
ン、水分摂取などの便秘対策をしてい
る。提携医からの指示を仰ぎ、便困状態
に応じた対応方法を定め、実施してい
る。

浴槽の湯は一人づつ入れ替え、感染予
防・清潔保持を重視している。リフト浴
を完備し、全ての人が不安なく湯につか
り、リラックスできる。ご本人の生活習
慣や希望・本意に合わせて入浴できるよ
う、工夫・支援に努めている。

３日に１度入浴をしています。時間帯
は主に日中ですが、就寝前に入浴する
人もいます。状況により２人介助の対
応をしています。入浴を拒む人も、声
かけや促しの工夫により、快適な入浴
につながっています。家族の希望によ
り、人員配置が可能であれば同性介助
を行っています。
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

生活リズムを整え心地よく入眠して頂く
ために日中の活動を促している。就寝時
間も個々の生活習慣に合わせるよう心掛
けている。寝付けない方には無理にベッ
ドに入っていただくのではなく、音楽を
かけたり、話し相手になるなどの支援を
している。

職員各々が薬についての理解を持てるよ
う教育し、ご本人の状態の変化にも注意
できるよう努めている。服薬管理マニュ
アルに沿い、Ｗ・トリプルチェックで投
薬漏れがや誤薬が内容に徹底している。
服薬の変更の周知も徹底し、確実な服薬
に尽力している。

ひとりひとりの得意な事や趣味嗜好を知
り、楽しく力を発揮してもらえるような
支援をする。家事や趣味、役割を持つこ
とで、やりがいや生き甲斐、張り合いや
自分が必要とされていることを実感して
いただけるような支援に努めている。

日々の職員との散歩や、コンサートにご
家族といかれる方もいる。ADLに応じて
外食の企画や、気分転換のためカフェな
どで食事やおやつを楽しんで頂くなど、
個々に応じた外出支援ができるようにし
ている。職員の買い物に同行して頂く事
も多い。

広々とした施設庭園を散歩がてら、敷
地内「カフェ」の無料自動販売機で飲
み物を楽しみ、気分転換につなげてい
ます。洋服を買いに行ったり、近隣の
公園で開放感を味わう時もあります。
誕生日にはリクエストに応えて、回転
寿司や中華料理店にも足を伸ばしてい
ます。

ご家族のご同意を頂ける方にはお金を職
員が預かり、ご希望の品があるときや外
出支援の時などに、本人が本人のお財布
からお買い物を楽しんで頂けるような支
援を実施している。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

携帯電話を所持されていらっしゃる方も
いる。ご家族やご友人とのやり取りを楽
しまれている。年賀状・暑中見舞い・お
手紙が届かれた方もいらっしゃるので、
ご家族同意のもとでお渡しし、お返事を
出すための支援もしている。

リビングの壁面には季節感を取り入れた
工作物や手作りカレンダー装飾などで、
心地よく季節を感じられる環境を提供し
ている。共有の大型テレビの前ではリク
ライニングソファでお寛ぎ頂ける。カ
フェ・ガーデン・テラス等別の共有空間
もご利用いただける。

施設庭園ではフェニックスやしだれ
桜、バラ、ハーブの植栽に季節を感
じ、桃ジャムやドライレモンの手作り
を楽しんでいます。ホーム内は職員が
選んだリビングのカーテン、手すり、
消音への配慮があります。利用者の切
り絵や居心地良く工夫したイスなどに
囲まれ、温かみのある空間になってい
ます。

玄関・廊下のスロープや手すりなどで安
全かつ自立支援に適した生活環境を提供
している。ご自身の居室がわかりやすい
ように居室やドア横のメモリーボックス
に写真や思い出の品などを飾る工夫もし
ている。

リビングにはテーブル席とリクライニン
グになるソファーを設置。それぞれが思
い思いの場所でお寛ぎ頂ける。玄関ホー
ルやテラス、廊下などにも椅子を設置
し、お好きな場所でお好きな時間をお過
ごし頂ける。

クローゼットは各居室に備えてあるが他
の家具は使い慣れた馴染みのあるものに
囲まれて落ち着いた環境でお過ごし頂け
るようお持ちいただいている。写真や手
紙などをお部屋に飾り、ご利用者尼が安
らげるような心地よい空間になるよう工
夫

テレビや藤イス、神棚、ソファーなど
が持ち込まれ、思い出の写真や手芸
品、フラワーセラピーの作品、書初め
などが飾られています。必要に応じ
て、カーテンや障子、壁紙を選択する
ことができます。陽射しが溢れる天窓
のある部屋もあります。テレビを見た
り音楽を聴いたり、思い思いに過ごし
ています。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホーム夢観（ゆうみん）

 ユニット名 リバティ棟

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

理念である「その人らしいクラスを支
える尊厳のあるケア」を常に意識付け
したケアを心掛ける。職員ひとりひと
りが、地域密着型サービス事業所の社
会的役割を認識する。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

施設内のスペースを利用した演奏会、また
地域老人会や施設との合同イベントを企画
したりしている。施設の納涼祭は地域の方
にも開放し、地域の小中学生ボランティア
さんに利用者の笑顔を支えてもらってい
る。近所の畑からイベント用の農作物のご
提供もあります。

地域の交流の場などでご入居者様との
関わりを持っていただくよう尽力して
いる。交換実習生や小中学生のボラン
ティア受け入れにも積極的に取り組む
ほか、認知症カフェでの講演や積極的
な参加により認知症ケアの啓発に努め
ている。

区役所や地域包括支援センター職員、
ご入居者様代表、ご家族、職員、地域
の方などで、年6回運営推進会議を開催
している。活動状況、事故報告をし、
参加者からの要望・助言をサービス向
上に活かしている

市町村担当者との報告・相談などを行
い、適切な対応を取るように心掛けて
いる。市町村に届け出をし、納涼祭に
は地域の方にも参加して頂き交流を図
る取り組みを行っている。無料相談を
行ったり、グループホーム連絡会の研
修にも積極的に参加。
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

身体拘束に関する職員の共有認識を持
てるよう、定期的に身体拘束に関する
研修を開催。安全確保しつつ抑制感な
く暮らしていただけるように心掛けて
いる。ご家族様にご理解、ご納得いた
だけるよう、状況に応じて何度でも説
明・相談をし、最善のケアに取り組
む。

不適切なケアが行われないように共有
認識を持ち、虐待行為を発見した際の
対応方法についても、随時話し合う機
会を持つ。虐待に関しての知識・認識
を深めるため、定期的に社内研修を実
施している。

運営方針、経営理念にも権利擁護につ
いて掲げており、運営者は率先してそ
れらを職員に通達し、共通認識を図っ
ている。これらの相談については相談
窓口にて対応もしている。

見学、お問い合わせ時に、料金やサー
ビス内容について明確に伝えている。
パンフレットにも料金表を明記してお
り、ご理解頂けるまで詳細を説明した
うえで、ご契約を締結している。

相談・苦情申し立て先を契約書や重要
事項説明書に明記。また、各玄関に
「ご家族の声」のポストを設置し、声
が届きやすいように工夫している。ご
来棟の際やお電話などでも、経験・知
識のある職員が相談窓口となり、対応
に努めている。
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期待したい内容

自
己
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価

外
部
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価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

職員は年度毎に目標管理シートを作成
し、運営者・管理者は期毎や適宜に職
員と面談し、意見や提案を聞いてい
る。日頃からのコミュニケーションも
大切にし、現状報告書等で誰でも意見
や提案を言えるような体制づくりに励
んでいる。

年間目標設定と人事考課により、評価
に応じたキャリアアップ制度と賃金反
映することで、向上心を持ち目標達成
ができるよう支援している。休憩室の
確保や整備、社内外の研修参加の支援
によりスキルアップやモチベーション
向上に努めている。

新規職員にはＯＪＴを中心に必要なス
キルを身に付けてもらえるよう支援し
ている。外部研修の案内配信や、社内
外の研修支援により、多くの職員が知
識向上できるよう、励んでいる。必要
に応じ、個人研修も実施。

他グループホームとの交換研修やグ
ループホーム協議会・グループホーム
連絡会などに積極的に携わり、事業所
外のケアの方法や意見にも耳を傾ける
機会を作り、サービスの質の向上を
図っている。また、交流することで情
報交換にも努めている。

介護支援専門員や管理者が事前面談に
て、ご本人様やご家族様の意見・思
い・ご要望を聴取し、理解・把握する
よう努めている。職員が「自分の大切
な人や家族だったらどうしてほしい
か？」を常に念頭に考え、ケアに当た
るよう心掛けている。

株式会社フィールズ



グループホーム 夢観.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

介護支援専門員や管理者が事前面談で
ご入居者様とご家族の声にも耳を傾け
ている。入居後もご様子を頻繁にお伝
えし、ご本人の希望とご家族様の思い
をそれぞれ理解するよう努めるととも
に、最善の対応ができる取り組みを考
え取り組んでいる。

ご本人様、ご家族様の要望を把握し、
出来ることは速やかにケアプランに取
り込み対応する。また、プラスの支援
ができるようにご提案し、その後の状
況に応じ必要性のある支援を見極め、
サービス提供につなげている。

職員はご本人と共に楽しい時間を共有
できるよう、お互いが支えあえる良い
関係を築く努力をしている。生活に伴
う仕事を出来る方に一緒にして頂く事
で、役割を持ち「感謝される」「必要
とされている」と感じて頂けるよう支
援、努力している。

ご本人の日常の状況をご家族様にまめ
に連絡し、協力関係を築く努力をして
いる。来棟しやすい雰囲気作りや、ご
家族様も一緒に楽しんで頂けるイベン
トの企画にも力を入れている。またご
家族様の思いを大切にしたケアプラン
の作成に努めている。

ご家族以外のご友人などにも来棟しや
すい雰囲気づくりに努めている。友人
からの年賀状や、お手紙をお届けした
際に、その方との昔話を傾聴するよう
心掛けている。お友達からのお誘いが
あったときは、外出支援にも尽力して
いる。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

ご利用者様それぞれの認知症レベル・
性格、中核症状と心理状況を把握、理
解し、ご利用者様同士が楽しく生活で
きる場であれるよう職員が調整役とな
る。寄り添い、穏やかにお過ごし頂け
る環境を提供することで、トラブルを
回避するよう努める。

サービス終了後も、利用中に築いた関
係を保ち、継続的なフォローを心掛け
ている。退居後の状況確認をさせて頂
く事もあるが、ご家族様からのご連絡
やお手紙を頂戴することもあるため、
都度必要な相談やご支援に対応してい
る。

情報共有のため介護記録の内容を充実
させている。ご本人の体調・御機嫌・
会話したことから何気ない一言でも見
逃さず、介護記録に記録することで職
員ご家族にも共有し、日々の支援計画
に反映させている。本意を無視しない
ケアを心掛ける。

生活歴や趣味などを知ることでその人
の理解につなげている。可能ならば入
居前にご自宅や全施設などを訪問し、
把握に努めている。現在のＡＤＬだけ
ではなく、どんな方だったのか、仕
事・嗜好・趣味などあらゆる情報を把
握するよう努めている。

一日の健康チェックと観察を必ず行
う。ケア記録の充実で、時間区切りの
御機嫌や、ケアプラン内容・実施状況
がわかるよう記載している。施設職員
として配属されている看護師は、定期
的に全ご入居者様の心身の状態を確認
し、看護記録を徹底。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

個別支援計画の課題に沿ったモニタリ
ングを3カ月毎に行い、生活変化の状況
や支援変更の必要性を明確にし、ご本
人主体の介護計画を作成している。
ちょっとした変化でもご家族のご意見
を頂戴するよう心掛け、各棟職員にて
話し合う。

ユニット毎に介護記録にて食事量・水
分量・排泄・入浴等の身体的情報の他
に、バイタル・個々の特変基準・時間
毎の心身の状況・ケアプランの実施状
況・リネン交換日まで記録するほか、
暮らしのご様子、ご本人の言葉なども
記録し情報共有する

ご本人様やご家族様のご要望に配慮し
ながら、必要な時に必要な支援を提供
できるように努め、柔軟性・多機能性
を活かした支援を心掛ける。ポートの
受け入れや、配属看護師のサービスの
提供、外出支援や地域との交流に尽力
している。

自治会の加入により周辺情報を把握す
る。運営推進会議でも支援に関する情
報交換や協力機関の確立を目指してい
る。地域の老人会との合同企画や社内
勉強会に参加頂くなどの交流を図り、
地域の方の相談に対応できる体制づく
りをしている。

ご入居者様全員が事業所提携医と契
約、24時間往診・訪問看護を受診でき
る体制を整えている。またご本人様と
ご家族様の希望を最優先できるようサ
ポート。整形外科の理学療法士や接骨
医によるリハビリ・マッサージなどを
受け入れる体制を完備
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

看護職員を雇用・配置し、日々の健康
管理や医療面での相談・対応ができる
環境にある。また往診時には主治医に
医療面からみた身体状況の報告もして
いる。緊急時には随時相談し、迅速か
つ適切な対応をしている。

入院したことによるダメージを軽減す
るために可能な限り早期退院できるよ
う、回復状況の呪符交換を医療機関・
ご家族様と行う。ＩＣの際には介護支
援専門員や職員が同席し、必要な受け
入れ態勢を可能な限り整え、速やかな
退院支援に結び付ける

ご本人様やご家族様のご意向を最大限
に尊重。医師・職員が細やかな連携を
取ることにより安心・納得した終末期
を迎え、送ることができるよう状況変
化に対応している。何度でも意思確認
の場を設け、後悔のないお看取りまで
を支援している。

緊急時の対応マニュアルを整備し、周
知・徹底を図っている。救命訓練の定
期的な実施や、終末期などの研修など
を充実。すべての職員が急変や事故発
生時に落ち着いて対応できるよう、実
践力を身に付けるよう取り組んでい
る。

年2回の防災訓練を実施。うち1回は消
防署の立ち合い、近隣の住民や学生さ
んに協力を要請。実際に被災したとき
に地域の助けをお借りできるよう車椅
子での避難をお手伝い頂いている。消
防署の助言に従い、随時更新してい
る。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

態度や言葉遣いに配慮し、誇りやﾌﾟﾗｲ
ﾊﾞｼｰ・尊厳をを傷つけないように日常
の支援の中で確認・改善に努める。選
択肢を持っていただけるような生活の
確保と同時にご利用者様それぞれの生
活習慣や、その人に合った声掛けを行
うよう心掛けている。

ご利用者様個々の自己決定や選択を尊
重し、日常生活の中でご本人が選択し
やすい場面づくりを心掛けている。外
出や食事の企画などでは、ご利用者様
に希望を確認し、出来るだけ希望を取
り入れるよう尽力している。

職員側の都合ではなく、利用者側の
ペースを尊重し、起床・就寝・食事・
入浴など、それぞれの生活リズムと自
己決定を優先できるよう心掛けてい
る。日々のレクや音楽療法等の参加
も、意思確認しつつ、笑顔で参加でき
るように支援する。

衣類や化粧品は使い慣れたものをご準
備頂き、ご本人の嗜好を優先させなが
ら支援に努めている。ご家族様のご面
会や企画の参加時には、日常されてい
ない方も、お化粧やおしゃれをしてご
参加いただけるよう支援に努めてい
る。

ご利用者様と職員が同じメニューを同
じテーブルを囲んで会話を楽しみなが
ら食べている。食材は提携業者より配
送、季節感を感じられるﾒﾆｭｰになるよ
うにご提供している。出来る方には準
備や片づけをお手伝い頂き、感謝の言
葉を伝えている

株式会社フィールズ



グループホーム 夢観.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

医療と連携し、身体状況に合わせた食
事形態・栄養ﾊﾞﾗﾝｽ・摂取量を設定記録
し把握に努めている。また個々の一日
の水分摂取量も設定し、水分確保に力
を入れている。多種からご選択頂ける
給茶機を設置することで嗜好に合った
ものを好きな時に選択

提携歯科医の巡回の他、歯科衛生士を
雇用し、週に数回はそれぞれの口腔状
態にあったプロの歯科衛生士による口
腔ケアを実施。職員も衛生士の指導に
基づき、口腔ケアの必要性を認識、
日々食後の口腔ケアはもちろん、適宜
清潔保持に努めている。

個々の排泄パターンに応じた支援をし
ている。自立排泄を重視し、本人の負
担にならないように配慮しながら、出
来るだけトイレに座っていただけるよ
うな支援を心掛けている。排泄記録は
正確に記録するよう心掛けている。

排泄記録を基に、ここに適した運動プ
ラン、水分摂取などの便秘対策をして
いる。提携医からの指示を仰ぎ、便困
状態に応じた対応方法を定め、実施し
ている。

浴槽の湯は一人づつ入れ替え、感染予
防・清潔保持を重視している。リフト
浴を完備し、全ての人が不安なく湯に
つかり、リラックスできる。ご本人の
生活習慣や希望・本意に合わせて入浴
できるよう、工夫・支援に努めてい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

生活リズムを整え心地よく入眠して頂
くために日中の活動を促している。就
寝時間も個々の生活習慣に合わせるよ
う心掛けている。寝付けない方には無
理にベッドに入っていただくのではな
く、音楽をかけたり、話し相手になる
などの支援をしている。

職員各々が薬についての理解を持てる
よう教育し、ご本人の状態の変化にも
注意できるよう努めている。服薬管理
マニュアルに沿い、Ｗ・トリプル
チェックで投薬漏れがや誤薬が内容に
徹底している。服薬の変更の周知も徹
底し、確実な服薬に尽力している。

ひとりひとりの得意な事や趣味嗜好を
知り、楽しく力を発揮してもらえるよ
うな支援をする。家事や趣味、役割を
持つことで、やりがいや生き甲斐、張
り合いや自分が必要とされていること
を実感していただけるような支援に努
めている。

日々の職員との散歩や、コンサートに
ご家族といかれる方もいる。ADLに応じ
て外食の企画や、気分転換のためカ
フェなどで食事やおやつを楽しんで頂
くなど、個々に応じた外出支援ができ
るようにしている。職員の買い物に同
行して頂く事も多い。

ご家族のご同意を頂ける方にはお金を
職員が預かり、ご希望の品があるとき
や外出支援の時などに、本人が本人の
お財布からお買い物を楽しんで頂ける
ような支援を実施している。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

携帯電話を所持されていらっしゃる方
もいる。ご家族やご友人とのやり取り
を楽しまれている。年賀状・暑中見舞
い・お手紙が届かれた方もいらっしゃ
るので、ご家族同意のもとでお渡し
し、お返事を出すための支援もしてい
る。

リビングの壁面には季節感を取り入れ
た工作物や手作りカレンダー装飾など
で、心地よく季節を感じられる環境を
提供している。共有の大型テレビの前
ではリクライニングソファでお寛ぎ頂
ける。カフェ・ガーデン・テラス等別
の共有空間もご利用いただける。

リビングにはテーブル席とリクライニ
ングになるソファーを設置。それぞれ
が思い思いの場所でお寛ぎ頂ける。玄
関ホールやテラス、廊下などにも椅子
を設置し、お好きな場所でお好きな時
間をお過ごし頂ける。

クローゼットは各居室に備えてあるが
他の家具は使い慣れた馴染みのあるも
のに囲まれて落ち着いた環境でお過ご
し頂けるようお持ちいただいている。
写真や手紙などをお部屋に飾り、ご利
用者尼が安らげるような心地よい空間
になるよう工夫

玄関・廊下のスロープや手すりなどで
安全かつ自立支援に適した生活環境を
提供している。ご自身の居室がわかり
やすいように居室やドア横のメモリー
ボックスに写真や思い出の品などを飾
る工夫もしている。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホーム夢観（ゆうみん）

 ユニット名 ガイア棟

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

理念である「その人らしいクラスを支
える尊厳のあるケア」を常に意識付け
したケアを心掛ける。職員ひとりひと
りが、地域密着型サービス事業所の社
会的役割を認識する。

施設内のスペースを利用した演奏会、また
地域老人会や施設との合同イベントを企画
したりしている。施設の納涼祭は地域の方
にも開放し、地域の小中学生ボランティア
さんに利用者の笑顔を支えてもらってい
る。近所の畑からイベント用の農作物のご
提供もあります。

地域の交流の場などでご入居者様との
関わりを持っていただくよう尽力して
いる。交換実習生や小中学生のボラン
ティア受け入れにも積極的に取り組む
ほか、認知症カフェでの講演や積極的
な参加により認知症ケアの啓発に努め
ている。

区役所や地域包括支援センター職員、
ご入居者様代表、ご家族、職員、地域
の方などで、年6回運営推進会議を開催
している。活動状況、事故報告をし、
参加者からの要望・助言をサービス向
上に活かしている

市町村担当者との報告・相談などを行
い、適切な対応を取るように心掛けて
いる。市町村に届け出をし、納涼祭に
は地域の方にも参加して頂き交流を図
る取り組みを行っている。無料相談を
行ったり、グループホーム連絡会の研
修にも積極的に参加。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

身体拘束に関する職員の共有認識を持
てるよう、定期的に身体拘束に関する
研修を開催。安全確保しつつ抑制感な
く暮らしていただけるように心掛けて
いる。ご家族様にご理解、ご納得いた
だけるよう、状況に応じて何度でも説
明・相談をし、最善のケアに取り組
む。

不適切なケアが行われないように共有
認識を持ち、虐待行為を発見した際の
対応方法についても、随時話し合う機
会を持つ。虐待に関しての知識・認識
を深めるため、定期的に社内研修を実
施している。

運営方針、経営理念にも権利擁護につ
いて掲げており、運営者は率先してそ
れらを職員に通達し、共通認識を図っ
ている。これらの相談については相談
窓口にて対応もしている。

見学、お問い合わせ時に、料金やサー
ビス内容について明確に伝えている。
パンフレットにも料金表を明記してお
り、ご理解頂けるまで詳細を説明した
うえで、ご契約を締結している。

相談・苦情申し立て先を契約書や重要
事項説明書に明記。また、各玄関に
「ご家族の声」のポストを設置し、声
が届きやすいように工夫している。ご
来棟の際やお電話などでも、経験・知
識のある職員が相談窓口となり、対応
に努めている。
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次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価
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価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

職員は年度毎に目標管理シートを作成
し、運営者・管理者は期毎や適宜に職
員と面談し、意見や提案を聞いてい
る。日頃からのコミュニケーションも
大切にし、現状報告書等で誰でも意見
や提案を言えるような体制づくりに励
んでいる。

年間目標設定と人事考課により、評価
に応じたキャリアアップ制度と賃金反
映することで、向上心を持ち目標達成
ができるよう支援している。休憩室の
確保や整備、社内外の研修参加の支援
によりスキルアップやモチベーション
向上に努めている。

新規職員にはＯＪＴを中心に必要なス
キルを身に付けてもらえるよう支援し
ている。外部研修の案内配信や、社内
外の研修支援により、多くの職員が知
識向上できるよう、励んでいる。必要
に応じ、個人研修も実施。

他グループホームとの交換研修やグ
ループホーム協議会・グループホーム
連絡会などに積極的に携わり、事業所
外のケアの方法や意見にも耳を傾ける
機会を作り、サービスの質の向上を
図っている。また、交流することで情
報交換にも努めている。

介護支援専門員や管理者が事前面談に
て、ご本人様やご家族様の意見・思
い・ご要望を聴取し、理解・把握する
よう努めている。職員が「自分の大切
な人や家族だったらどうしてほしい
か？」を常に念頭に考え、ケアに当た
るよう心掛けている。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

介護支援専門員や管理者が事前面談で
ご入居者様とご家族の声にも耳を傾け
ている。入居後もご様子を頻繁にお伝
えし、ご本人の希望とご家族様の思い
をそれぞれ理解するよう努めるととも
に、最善の対応ができる取り組みを考
え取り組んでいる。

ご本人様、ご家族様の要望を把握し、
出来ることは速やかにケアプランに取
り込み対応する。また、プラスの支援
ができるようにご提案し、その後の状
況に応じ必要性のある支援を見極め、
サービス提供につなげている。

職員はご本人と共に楽しい時間を共有
できるよう、お互いが支えあえる良い
関係を築く努力をしている。生活に伴
う仕事を出来る方に一緒にして頂く事
で、役割を持ち「感謝される」「必要
とされている」と感じて頂けるよう支
援、努力している。

ご本人の日常の状況をご家族様にまめ
に連絡し、協力関係を築く努力をして
いる。来棟しやすい雰囲気作りや、ご
家族様も一緒に楽しんで頂けるイベン
トの企画にも力を入れている。またご
家族様の思いを大切にしたケアプラン
の作成に努めている。

ご家族以外のご友人などにも来棟しや
すい雰囲気づくりに努めている。友人
からの年賀状や、お手紙をお届けした
際に、その方との昔話を傾聴するよう
心掛けている。お友達からのお誘いが
あったときは、外出支援にも尽力して
いる。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

ご利用者様それぞれの認知症レベル・
性格、中核症状と心理状況を把握、理
解し、ご利用者様同士が楽しく生活で
きる場であれるよう職員が調整役とな
る。寄り添い、穏やかにお過ごし頂け
る環境を提供することで、トラブルを
回避するよう努める。

サービス終了後も、利用中に築いた関
係を保ち、継続的なフォローを心掛け
ている。退居後の状況確認をさせて頂
く事もあるが、ご家族様からのご連絡
やお手紙を頂戴することもあるため、
都度必要な相談やご支援に対応してい
る。

情報共有のため介護記録の内容を充実
させている。ご本人の体調・御機嫌・
会話したことから何気ない一言でも見
逃さず、介護記録に記録することで職
員ご家族にも共有し、日々の支援計画
に反映させている。本意を無視しない
ケアを心掛ける。

生活歴や趣味などを知ることでその人
の理解につなげている。可能ならば入
居前にご自宅や全施設などを訪問し、
把握に努めている。現在のＡＤＬだけ
ではなく、どんな方だったのか、仕
事・嗜好・趣味などあらゆる情報を把
握するよう努めている。

一日の健康チェックと観察を必ず行
う。ケア記録の充実で、時間区切りの
御機嫌や、ケアプラン内容・実施状況
がわかるよう記載している。施設職員
として配属されている看護師は、定期
的に全ご入居者様の心身の状態を確認
し、看護記録を徹底。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

個別支援計画の課題に沿ったモニタリ
ングを3カ月毎に行い、生活変化の状況
や支援変更の必要性を明確にし、ご本
人主体の介護計画を作成している。
ちょっとした変化でもご家族のご意見
を頂戴するよう心掛け、各棟職員にて
話し合う。

ユニット毎に介護記録にて食事量・水
分量・排泄・入浴等の身体的情報の他
に、バイタル・個々の特変基準・時間
毎の心身の状況・ケアプランの実施状
況・リネン交換日まで記録するほか、
暮らしのご様子、ご本人の言葉なども
記録し情報共有する

ご本人様やご家族様のご要望に配慮し
ながら、必要な時に必要な支援を提供
できるように努め、柔軟性・多機能性
を活かした支援を心掛ける。ポートの
受け入れや、配属看護師のサービスの
提供、外出支援や地域との交流に尽力
している。

自治会の加入により周辺情報を把握す
る。運営推進会議でも支援に関する情
報交換や協力機関の確立を目指してい
る。地域の老人会との合同企画や社内
勉強会に参加頂くなどの交流を図り、
地域の方の相談に対応できる体制づく
りをしている。

ご入居者様全員が事業所提携医と契
約、24時間往診・訪問看護を受診でき
る体制を整えている。またご本人様と
ご家族様の希望を最優先できるようサ
ポート。整形外科の理学療法士や接骨
医によるリハビリ・マッサージなどを
受け入れる体制を完備
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

看護職員を雇用・配置し、日々の健康
管理や医療面での相談・対応ができる
環境にある。また往診時には主治医に
医療面からみた身体状況の報告もして
いる。緊急時には随時相談し、迅速か
つ適切な対応をしている。

入院したことによるダメージを軽減す
るために可能な限り早期退院できるよ
う、回復状況の呪符交換を医療機関・
ご家族様と行う。ＩＣの際には介護支
援専門員や職員が同席し、必要な受け
入れ態勢を可能な限り整え、速やかな
退院支援に結び付ける

ご本人様やご家族様のご意向を最大限
に尊重。医師・職員が細やかな連携を
取ることにより安心・納得した終末期
を迎え、送ることができるよう状況変
化に対応している。何度でも意思確認
の場を設け、後悔のないお看取りまで
を支援している。

緊急時の対応マニュアルを整備し、周
知・徹底を図っている。救命訓練の定
期的な実施や、終末期などの研修など
を充実。すべての職員が急変や事故発
生時に落ち着いて対応できるよう、実
践力を身に付けるよう取り組んでい
る。

年2回の防災訓練を実施。うち1回は消
防署の立ち合い、近隣の住民や学生さ
んに協力を要請。実際に被災したとき
に地域の助けをお借りできるよう車椅
子での避難をお手伝い頂いている。消
防署の助言に従い、随時更新してい
る。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

態度や言葉遣いに配慮し、誇りやﾌﾟﾗｲ
ﾊﾞｼｰ・尊厳をを傷つけないように日常
の支援の中で確認・改善に努める。選
択肢を持っていただけるような生活の
確保と同時にご利用者様それぞれの生
活習慣や、その人に合った声掛けを行
うよう心掛けている。

ご利用者様個々の自己決定や選択を尊
重し、日常生活の中でご本人が選択し
やすい場面づくりを心掛けている。外
出や食事の企画などでは、ご利用者様
に希望を確認し、出来るだけ希望を取
り入れるよう尽力している。

職員側の都合ではなく、利用者側の
ペースを尊重し、起床・就寝・食事・
入浴など、それぞれの生活リズムと自
己決定を優先できるよう心掛けてい
る。日々のレクや音楽療法等の参加
も、意思確認しつつ、笑顔で参加でき
るように支援する。

衣類や化粧品は使い慣れたものをご準
備頂き、ご本人の嗜好を優先させなが
ら支援に努めている。ご家族様のご面
会や企画の参加時には、日常されてい
ない方も、お化粧やおしゃれをしてご
参加いただけるよう支援に努めてい
る。

ご利用者様と職員が同じメニューを同
じテーブルを囲んで会話を楽しみなが
ら食べている。食材は提携業者より配
送、季節感を感じられるﾒﾆｭｰになるよ
うにご提供している。出来る方には準
備や片づけをお手伝い頂き、感謝の言
葉を伝えている
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

医療と連携し、身体状況に合わせた食
事形態・栄養ﾊﾞﾗﾝｽ・摂取量を設定記録
し把握に努めている。また個々の一日
の水分摂取量も設定し、水分確保に力
を入れている。多種からご選択頂ける
給茶機を設置することで嗜好に合った
ものを好きな時に選択

提携歯科医の巡回の他、歯科衛生士を
雇用し、週に数回はそれぞれの口腔状
態にあったプロの歯科衛生士による口
腔ケアを実施。職員も衛生士の指導に
基づき、口腔ケアの必要性を認識、
日々食後の口腔ケアはもちろん、適宜
清潔保持に努めている。

個々の排泄パターンに応じた支援をし
ている。自立排泄を重視し、本人の負
担にならないように配慮しながら、出
来るだけトイレに座っていただけるよ
うな支援を心掛けている。排泄記録は
正確に記録するよう心掛けている。

排泄記録を基に、ここに適した運動プ
ラン、水分摂取などの便秘対策をして
いる。提携医からの指示を仰ぎ、便困
状態に応じた対応方法を定め、実施し
ている。

浴槽の湯は一人づつ入れ替え、感染予
防・清潔保持を重視している。リフト
浴を完備し、全ての人が不安なく湯に
つかり、リラックスできる。ご本人の
生活習慣や希望・本意に合わせて入浴
できるよう、工夫・支援に努めてい
る。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

生活リズムを整え心地よく入眠して頂
くために日中の活動を促している。就
寝時間も個々の生活習慣に合わせるよ
う心掛けている。寝付けない方には無
理にベッドに入っていただくのではな
く、音楽をかけたり、話し相手になる
などの支援をしている。

職員各々が薬についての理解を持てる
よう教育し、ご本人の状態の変化にも
注意できるよう努めている。服薬管理
マニュアルに沿い、Ｗ・トリプル
チェックで投薬漏れがや誤薬が内容に
徹底している。服薬の変更の周知も徹
底し、確実な服薬に尽力している。

ひとりひとりの得意な事や趣味嗜好を
知り、楽しく力を発揮してもらえるよ
うな支援をする。家事や趣味、役割を
持つことで、やりがいや生き甲斐、張
り合いや自分が必要とされていること
を実感していただけるような支援に努
めている。

日々の職員との散歩や、コンサートに
ご家族といかれる方もいる。ADLに応じ
て外食の企画や、気分転換のためカ
フェなどで食事やおやつを楽しんで頂
くなど、個々に応じた外出支援ができ
るようにしている。職員の買い物に同
行して頂く事も多い。

ご家族のご同意を頂ける方にはお金を
職員が預かり、ご希望の品があるとき
や外出支援の時などに、本人が本人の
お財布からお買い物を楽しんで頂ける
ような支援を実施している。

株式会社フィールズ
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

携帯電話を所持されていらっしゃる方
もいる。ご家族やご友人とのやり取り
を楽しまれている。年賀状・暑中見舞
い・お手紙が届かれた方もいらっしゃ
るので、ご家族同意のもとでお渡し
し、お返事を出すための支援もしてい
る。

リビングの壁面には季節感を取り入れ
た工作物や手作りカレンダー装飾など
で、心地よく季節を感じられる環境を
提供している。共有の大型テレビの前
ではリクライニングソファでお寛ぎ頂
ける。カフェ・ガーデン・テラス等別
の共有空間もご利用いただける。

リビングにはテーブル席とリクライニ
ングになるソファーを設置。それぞれ
が思い思いの場所でお寛ぎ頂ける。玄
関ホールやテラス、廊下などにも椅子
を設置し、お好きな場所でお好きな時
間をお過ごし頂ける。

クローゼットは各居室に備えてあるが
他の家具は使い慣れた馴染みのあるも
のに囲まれて落ち着いた環境でお過ご
し頂けるようお持ちいただいている。
写真や手紙などをお部屋に飾り、ご利
用者尼が安らげるような心地よい空間
になるよう工夫

玄関・廊下のスロープや手すりなどで
安全かつ自立支援に適した生活環境を
提供している。ご自身の居室がわかり
やすいように居室やドア横のメモリー
ボックスに写真や思い出の品などを飾
る工夫もしている。

株式会社フィールズ



優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 18

職員が業務優先になってしまうことがあ
り、入居者様と共に有意義な時間を過ごす
ことを忘れてしまっている。

入居者様と職員がお互いに楽しく安全な時
間を共有できるよう支援・努力をする。

入居者様のその時々の状況・要望を最優先
し、ADLに応じた支援をする。
個々の人格を尊重し、明るい雰囲気づくり
をする。

2ヶ月

2 27

重要なことであるにもかかわらず、職員間
での情報共有が不十分なことがある。

介護記録、社内メールに必ず目を通し、情
報共有を徹底させ、質の高いケアに取り組
む。

食事・水分量・排泄・入浴等の他、バイタ
ル・特変事項などの正確な記入。その状況
を全職員が確実に把握すること。 2ヶ月

3 29

地域資源をもっと把握したい。近隣のご家
庭・自治会・学校などとの関係を確立させ
る。

入居者様が安心・安全で豊かに暮らせるよ
うに地域とのつながりを大切にする。

自治会を通じての交流や周辺情報の把握、
運営推進会議での情報交換や協力機関の確
立・イベント等の近隣住民や生徒への参加
呼びかけなど。

3ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

平成29年度
目標達成計画
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